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第 1 章の図表 
●図 1-1 我々は，重なり合わない現象の間に境界線を引き，現象を表す情報を区別している 

 

 

●図 1-2 ある IT エンジニアの訪問時間と訪問先の情報。時間や空間の流れはなく静的である。 

 

●図 1-3 静的な情報も，観る者がいると，流れができる。 
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●図 1-4 「流れ」のある情報の部分にも「流れ」がある 

 

●図 1-5 流れには，方向と順序を持つシーケンスがある 
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●図 1-6 スケジュール表と，操作手順を表した図の一例 

 

●図 1-7 視点によって，流れの方向は変わる。 

 

●図 1-8 絞り込み検索には，「外から内」への流れがある。 

 

●図 1-9 マニュアルには，「外から内」「前から後」といった 2種類のプライオリティの流れがある 
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●図 1-10 社会的な「高→低」へのプライオリティによる流れがある。 

 

●図 1-11 木構造では流れを表現することができる。 

 

●図 1-12 ●図 1-6 のスケジュール表と，操作手順は別の流れを持つが，組み込むこともできる。 
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●図 1-13 診療科別分類で，症状を表現した木の例。 

 

 

●図 1-14 症状別分類で，診療科名を表現した木の例。 
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●図 1-15 社会的役割のプライオリティが個人より高い場合の，2本の木。 

 

●図 1-16 個人のプライオリティが帰属先より高い場合の木。 

 

●図 1-17 根（ルート）から生えたノードから木は成長していく 
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●図 1-18 木では，どのノードも順序指定により一意なキーとして扱える 

 

●図 1-19 木とネットワークの違いの一例。木のシーケンスは一方向である 

 

●図 1-20 5 本のオンライン記事 

 

●図 1-21 ●図 1-20 の 5 本の記事を分類する基本的な 2つの方法 
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●図 1-22 対象の持つ「意味」が異なれば，ヒトによって木構造の判断は異なる 

 

●図 1-23 ●図 1-3 の「職種による分類」を表形式で表現した例 

 

●図 1-24 ●図 1-23 の「職種による分類」を木構造で表現した例 

 

●図 1-25 ●図 1-24 の木に，枝を接ぎ木してタイトルのデータを変更した例 
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●図 1-26 ●図 1-23 にフィールドを追加した例 

 

●図 1-27 ●図 1-26 を木構造で表現した例 

 

●図 1-28 木は，利用される時間と空間に応じる形で，柔軟に変化する 
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●図 1-29 データとメタデータ。 

 

●図 1-30 ●図 1-29 の階層構造は入れ子になっている。 

 

●図 1-31 ●図 1-30 のメタデータを<と>で挟んでデータと区別した例と，その木構造。 
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第 2 章の図表 
●図 2-1 W3C の XML ページ。仕様書は「XML Specifications」「Translations」コーナから入手できる 

 

 

●図 2-2 妥当な XML 文書は，整形式 XML 文書の上に成り立つ 

 

●図 2-3 整形式 XML 文書の基本的な構成 

 

●図 2-4 ルートノードとルート要素 
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●表 2-1 XML の名前文字の一例 

 

 

●表 2-2 定義済み実体 

 

 

●図 2-5 定義済み実体を使用した結果。IE による表示。 

 

●図 2-6 文字参照により使用した結果 

 

 

●表 2-3 式の一覧 
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●図 2-7 要素の最大階層が 4階層の XML 文書 
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第 3 章の図表 
●図 3-1 さまざまな形で存在する XML データ 

 

●表 3-1 XML および XML周辺仕様の名称と機能 
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●図 3-2 XML 周辺仕様の併用方法の例 
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●図 3-3 XPath による処理対象の指定 
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●図 3-4 XML ツリーのノードの順序 

 

●図 3-5 リスト 3-1 で，2 番目の<タイトル>を選択するパス式 
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●表 3-2 XPath の軸 

 

●表 3-3 ノードテストの一例 

 

 

●表 3-4 XPath 式の記述例 
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●図 3-6 XQuery ではミドルウエアに格納した XMLデータを処理できる。 

 

 

●表 3-5 FLWOR 式と各句の基本構文 
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●表 3-6 XQuery の関数と演算子の仕様（一部） 
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●図 3-7 DOMの三大機能 

 

●図 3-8 リスト 3-8 の DOMによる表現 
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●表 3-7 構造モデル（DOM Level 1，Level2 「The DOM Structure Model」） 
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●表 3-8 DOM Level1 コア，DOM Level 2 メソッド一覧 （「1.0」は Level1 のみ，「2.0」は Level2 での追加） 
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●図 3-9 XSLT を用いて異なる構造の XML 文書に変換することができる。 

 

●図 3-10 XSLT スタイルシートの構成 
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●表 3-9 XSLT1.0 の要素 
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●図 3-11 XSLT スタイルシートによる変換を実行する方法 

 

●表 3-10 XSLT の追加の関数 
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●表 3-11 LINQ でサポートされている基本の句と機能 

 

●表 3-12 LINQ to XML の軸 
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●図 3-12 リスト 3-35 の LINQ クエリの実行結果 

 

 

●図 3-13 XML Schema 文書は，二重の検証機構となる。 
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●表 3-13 単純型定義と複合型定義 
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第 4 章の図表 
●図 4-1 XML 登場までの背景。ロジスティクス，CALS，SGML 

 

 

●図 4-2 SGML，HTML，XML，XHTML の関係 

 

●図 4-3 XML は，CALS と SGML のメリットを受け継ぎ，利用時間と利用空間を拡大した。 
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●図 4-4 見積書から合計請求書発行までデータを流用する最も簡単な例。 

 

 

●図 4-5 複数の異なるレガシーXML データを，それぞれ 1個の文書に利用する例。 
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●図 4-6 レガシー商品データが利用範囲を拡大していく例。 

 

 

●図 4-7（第一章●図 1-19 再掲載）データと，データを表すメタデータ。 

 

●図 4-8 物質を表すデータと，データを表すメタデータ。 
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●図 4-9 XML データは，フィジカルな動きと連動して，逐次変化する。 

 

●図 4-10 製品ライフサイクル（生販物のロジスティクス）と，データ・ライフサイクル（信号のロジスティクス） 

 

 

●図 4-11 廃棄までも重視した，生成・活用・廃棄の三位一体となった設計が必要である。 
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●図 4-12 木の枝葉を伸ばす範囲を決めて，ノード爆発を防ぐ。 

 

●図 4-13 迂回路がない木構造の特長を生かして，最小の処理で経路を断てるようにする。 

 

●図 4-14 廃棄の可否を判断できる属性を追加しておくと，自動的に処理できる。 
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●図 4-15 コンピュータにより計算できない部分を，ヒトの判断で補える設計にする。 

 

 

●図 4-16 利用中の木構造の中途階層の変更は，プログラムに影響を及ぼすことがある。  
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●図 4-17 社会情勢が設計に影響を及ぼす例 

 

●図 4-18 一人のヒトの最小単位が変われば，木の構造も変わらざるをえない。 
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第 5 章の図表 
●図 5-1 ネイティブ XML 文書の基本的な設計工程 

●表 5-1 ●図 5-1 中の広義の設計における作業 

 

 

●表 5-2 ネイティブ XML 文書設計の「企画」工程 

 

 

●図 5-2 XML データ処理アプリケーションの種類を検討する 
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●図 5-3 ミドルウェアの導入について検討する 

 

●表 5-3 ネイティブ XML 文書設計の「仕様調査」工程 

 

●表 5-4 名前付けルール 
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●表 5-5 設計工程の各作業 

 

 

●図 5-4 ボトムアップで構造を考える 

 

●図 5-5 廃棄しやすい設計は，ボトムアップ型で行う 
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●図 5-6 最小単位のデータは最下層の要素の内容か，従属する属性値に割り当てられる。 

 

●図 5-7 走査効率の面から，「一歩下がって二歩進む」構造は避ける 

 

●表 5-6 大枠の設計ができた段階での確認事項 

 

 

●表 5-7 要素・属性・テキストの編集・追加・削除 
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●図 5-8 要素の順序の入れ替え 

 

 

●図 5-9 追加にあたって既存の要素を残すかどうかを決めておく 

 

●図 5-10 削除対象要素の子孫を削除する場合と，削除しない場合 
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●図 5-11 ●リスト 5-13 のデータファイルと，●リスト 5-14 の管理ファイルを，"ID"属性値によって連携処理。 

 

●図 5-12 退職後にデータファイルが蓄積されたままであっても，管理ファイルを用いてフィルタリングできる。 

 

 

●図 5-13 XML 文書ファイル群の構成 
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●図 5-14 複数ファイル間の多対多対応の関係 
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●図 5-15 複数文書ファイルの例 
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● 図 5-16 管理ファイルを併用せず，複数のデータファイルを特定する仕組み 

 

 

●図 5-17 管理ファイルを用いると，全ファイル走査ではなく，ショートカットが可能になる。 
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●図 5-18 処理対象データファイルの URI を，管理ファイルに記録する 

 

 

●図 5-19 各データファイルに固定文字列と連番を連結したファイル名を付ける 
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●図 5-20 管理ファイル中の要素の内容や属性の値を，データファイル名とする 

 

 

●図 5-21 管理ファイル中の要素名あるいは属性名を，データファイル名とする 

 

 

●図 5-22 設定ファイルを用いた，複数ファイルによる構成 
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●図 5-23 設定ファイルを用いて，木構造のナビゲーションを表現する 

 

●図 5-24 見出し語選択に，設定ファイルを利用する。 
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●図 5-25 データファイルのノード数が多ければ，表引き用のリストは設定ファイルとして別個に作成する 

 

●図 5-26 設定ファイルに変換テーブルのような役割を持たせる例 

 

 

●図 5-27 設定ファイルにデータを手動で追加して，表示に反映させる例 
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●図 5-28 XML 設定ファイルにより，RDB の表示を制御する例 

 

 

●図 5-29 ブログツールにおける XML 設定ファイルの利用例 
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●表 5-8 管理ファイルおよびデータファイルの処理 

 

 

●表 5-9 単一ファイル，複数ファイル構成の特長 

 

 

●図 5-30 同じ要素名であっても，文書利用者の立場によって意味が異なることがある。 
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●図 5-31 技術者以外に伝えるには，木構造を絵で表現すると理解してもらいやすい。 

 

●図 5-32 XML 化のタイミングを正しく判断し，手間とミスを防ぐ 
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第 6 章の図表 
●図 6-1 XML の特長を生かした検索処理。絞り込み検索，フルテキスト検索，条件指定フレーズ検索。 
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●図 6-2 Excel ワークシートから，検索処理対象とするネイティブ XML 文書を作成する，一方法。 

 

Microsoft Excel で入力されたデータ 

 

 

Microsoft Access の操作手順 

①空のデータベースを新規作成。  

 

②［外部データ］タブ［Excel］選択。 
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③［参照］クリック，インポートする Excelファイルを指定して［OK］。 

 

④ワークシート選択，［次へ］。  

 

⑤［先頭行をフィールド名として使う(I)］にチェックを付けて，［次へ］さらに［次へ］。  
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⑥［主キーを自動的に設定する(A)］にチェックがデフォルトの状態で，［次へ］。 

⑦［インポート先のテーブル名］を入力して，［完了］［閉じる］。このテーブル名が，XML 形式でエクスポートした際に，ルート要素直下で繰り返す要素の名前となる。 

 

 

 

⑧［エクスポート］［その他］［XML ファイル］選択。  
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⑨エクスポート先と XML ファイル名を指定。  

 

⑩［データ（XML）(D)］のみにチェックして［OK］。（デフォルトでは［データのスキーマ（XSD）（S）］にもチェックが付いている），［閉じる］。  

 

●図 6-3 XML 化は考慮せず入力された一般的な Excel ワークシート。 

 

 

●図 6-4 XML 化に適した Excel ワークシート。 
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●図 6-5 ●リスト 6-1 を●リスト 6-2 のような構造の複数文書に変換する処理の流れの例 

 

●図 6-6 アンケート集計表などでよく見受けられる"0"や"1"が記入されている例。（図 6-6.bmp） 

 

 

●図 6-7 誤った構造変換を避けるために，データ重複を予測する。 
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●図 6-8 絞り込み検索における XSLT の用い方 

 

●図 6-9 本文内容の原稿テキストに，XML 宣言およびルート要素のみ追加して，データファイルを作成する 
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●図 6-10 検索対象とする複数の XML文書をコンパクト化して，Excel レガシーデータと結合する 
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●図 6-11 ストップワード方式によるデータファイルのコンパクト化の処理の流れ 
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●図 6-12 Excel レガシーデータから，フルテキスト検索用と，条件指定フレーズ検索用のファイルを別個に作成する。 

 

●図 6-13 ユーザがデータの有無を条件として指定する，条件指定検索の画面の例 

 

●図 6-14 CheckBox の選択パターンと対応させる疑似インデックス 
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●図 6-15 データ後の空白は，空白入りのままエクスポートされる。反転部分は空白である。 

 

 

 

 

 

●図 6-16 軸の方向とコンテキスト・ポジションに注意する 

 

 

●図 6-17 選択項目のインデックスに対応する，処理に必要な値をもとめる 
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●図 6-18 XML ソース中のコメントのネストはできない。 

 

●図 6-19 運用開始後に「助成方法」フィールドが中途階層に追加されている。 

 

 

●図 6-20 属性値として追加し，表示処理の追加で対応する方法。 
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●図 6-21 運用開始後に「助成方法」「支援枠」フィールドが中途階層に追加されている。 

 

 

●図 6-22 別の XML 文書ファイルを作成して，追加の処理で対応する方法。 

 

●図 6-23 既存項目の文字列を含む新規項目が追加された例。 

 


